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 第１図の多角形領域について，最近約 16年間（1980年 1月～1995年 11月）の地震活動の特徴を

報告する。震源は，４層の速度構造モデルと近傍の観測点を用いて，ルーチンの読取り値に補正を

施して再決定した。第１図の下には，東経 138.75°を境に，駿河湾と伊豆半島に分けた２領域のマグ

ニチュードの頻度分布を示す。頻度分布の極大は，駿河湾ではＭ1.4，伊豆半島で 0.9～1.0程度にあ

り，各域の検知能力の程度を示している。伊豆半島側の頻度分布には，Ｍ1.6程度を境に上に凸の折

れ曲がり傾向がみられる。 

 第２図は，第１図の二つの領域の累積地震回数を，マグニチュードの下限を変えて示してある。

駿河湾の小規模地震を含む累積曲線の全体的特徴として，1990年初め頃を境に一端低下したこと，

その後 1992 年頃から再び活発化し，取り分け 1995 年になってから急増したことが挙げられる。Ｍ

≧2.0の曲線も 1992年初め頃から急増傾向を示す。伊豆半島では，1986年～1989年半ばまでの活発

な時期とその後最近までの低調な時期が目立ち，駿河湾と対照的である。 

 第３図(a)，第３図(b)は，駿河湾を横断するＸＸ’，ＹＹ’とＺＺ’領域について，震源の鉛直断面

分布と時空間分布を示す。第 3図(a)のＸＸ’領域の断面から，駿河トラフの直下では，約 10km以浅

に地震はほとんどみられず，その下のトラフ内側の密集域は，平面図でみると石花海堆北部の駿河

湾を横断する活構造線1)Ｔ付近にある。南東側では石廊碕付近に向かって震源が浅くなる。第 3図(b)

の東西方向の断面ＹＹ’でも，ＸＸ’と同様の特徴がみられる。また，ＹＹ’の時空間分布は，伊豆半

島中部で 1991 年半ばからの活動低下を表している。断面ＺＺ’の駿河トラフ内側の石花海堆から富

士川河口に至る領域では，石花海堆北端の活構造線Ｔ付近を境に，南側の震源密集域に対して北側

の顕著な非地震域が際だっている。駿河湾奥のほとんど活動のなかった所に，1995年 4月 18日，気

象庁マグニチュードＭ5.1 の地震が発生した2),3)。トラフとの位置関係から，これら石花海堆下と駿

河湾奥の地震は，フィリピン海スラブ内の地震と推定される。 

 第４図は，代表的な地震活動域Ａ，Ｂ，およびＣについて，ほぼ検知能力以上の地震の累積度数

を示す。領域Ａの累積曲線と先の第２，３図から，駿河湾の最近 1993年頃からの活発化は，主に駿

河湾中部の石花海堆北部付近下の活動によると言える。伊豆半島側の領域Ｂ，Ｃの活動は，1989年

頃を境に漸減傾向にあり，特に伊豆半島中部の領域Ｃでの低下傾向が目立つ。 

 第５図は，第４図の伊豆半島中部（領域Ｃ）の震央分布と，その中でも特に最近地震活動の低い

猫越峠から南西の西伊豆町に延びる地震帯（領域Ｄ）の地震の累積度数とＭ－Ｔ図を示す（活断層

名は，4)による）。領域Ｄは，1978 年 1 月の伊豆大島近海地震（Ｍ7.0）の最大余震（Ｍ5.8）が発生

し２次余震が拡大した地域にあたる5)。 

 以上，駿河湾中部の密集域での 1993 年頃からの地震活動の急増傾向とその 30～40km東側の伊豆

半島中部の漸減傾向，特に猫越峠南西の地震帯での 1991年半ばからの静穏化が特筆される。 

（野口伸一） 
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第１図 駿河湾と伊豆半島の再決定された地震の震央分布と規模別頻度分布（1980年 1月～1995年

11月）。Ｔは，茂木１）による活構造線 

Fig. 1 Epicentral distribution of relocated earthquakes and magnitude-frequency relation in the two 

regions. T is an active tectonic line proposed by Mogi 1). 
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第２図 駿河湾と伊豆半島（第１図の領域）のＭの累積地震数（下限を変えて示す） 

Fig. 2 Cumulative number of earthquakes in Suruga Bay and in the Izu Peninsula with various lower limit of 

magnitude. 
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第３図（a） ３領域ＸＸ’，ＹＹ’およびＺＺ’の震源鉛直分布と時空間分布 

Fig. 3 (a) Vertical cross sections and space-time plots of earthquakes in regions XX', YY' and ZZ' shown in the map. 
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第３図（b） つづき 

Fig. 3 (b) (continued). 

－364－ 



 
第４図 ３つの矩形域Ａ，ＢおよびＣの累積地震数 

Fig. 4 Cumulative number of earthquakes in rectangular regions A, B and C shown in the map. 
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第５図 領域Ｃの震央分布と，その内側の領域Ｄの累積地震数とＭ－Ｔ図 

Fig. 5 Epicentral distribution of earthquakes in region C and cumulative number and M-T plots in the inner region D. 
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